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　そこで，本論では歴史コーパスに見られる中古の接続表現（従来は「接続詞」と呼ばれるもの。
本論では「接続表現」とする）を分析することにより，中古資料（14作品 3）の性質について深
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表 1　歴史コーパスにおける文数（本文種別） ＊作品名は以降，括弧内の略称で示す
歌 会話 手紙 地 詞章（古注） 計
竹取物語（竹取） 15 204 25 330 0 574
古今和歌集（古今） 1069 0 0 125 1334 2528
伊勢物語（伊勢） 235 20 3 637 0 895
土左日記（土左） 61 29 0 471 0 561
大和物語（大和） 297 146 3 972 0 1418
平中物語（平中） 154 92 0 403 0 649
落窪物語（落窪） 72 1658 0 1371 0 3101
枕草子（枕草） 39 787 0 2959 0 3785
和泉式部日記（和泉） 147 218 0 295 0 660
源氏物語（源氏） 794 5640 107 10072 0 16613
紫式部日記（紫式） 18 52 0 739 0 809
堤中納言物語（堤中） 51 293 0 419 0 763
更級日記（更級） 89 87 0 384 0 560
讃岐典侍日記（讃岐） 23 185 0 406 0 614





A_サテ A_その他 B_全体 C_カカリ系 C_サリ系
竹取 2（0.34） 9（1.56） 2（0.34） 5（0.87） 8（1.39）
古今 0（0.00） 10（0.39） 8（0.31） 1（0.03） 2（0.07）
伊勢 10（1.11） 5（0.55） 0（0.00） 2（0.22） 18（2.01）
土左 5（0.89） 12（2.13） 12（2.13） 8（1.42） 3（0.53）
大和 34（2.39） 21（1.48） 3（0.21） 7（0.49） 20（1.41）
平中 41（6.31） 40（6.16） 1（0.15） 3（0.46） 33（5.08）
落窪 29（0.93） 16（0.51） 1（0.03） 15（0.48） 35（1.12）
枕草 46（1.21） 68（1.79） 2（0.05） 1（0.02） 61（1.61）
和泉 2（0.30） 1（0.15） 0（0.00） 4（0.60） 7（1.06）
源氏 93（0.55） 48（0.28） 4（0.02） 8（0.04） 239（1.43）
紫式 0（0.00） 8（0.98） 1（0.12） 0（0.00） 16（1.97）
堤中 8（1.04） 6（0.78） 0（0.00） 0（0.00） 17（2.22）
更級 1（0.17） 2（0.35） 0（0.00） 0（0.00） 3（0.53）
讃岐 1（0.16） 4（0.65） 1（0.16） 2（0.32） 8（1.30）



















　なお，全ての統計処理には，データ解析環境 R（R Core Team 2015）を用いる。
5. 結果と考察
5.1 RQ 1の結果と考察
　まず，表 2の使用頻度を用いてカイ 2乗検定を実行した結果，p値は 0.05未満であり，「全て
の作品における接続表現の使用傾向が同じである」という帰無仮説が棄却され，中古作品におけ
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表 3　Habermanの残差分析の結果
A_サテ A_その他 B_全体 C_カカリ系 C_サリ系
竹取 ‒2.07 1.41 1.30 3.28 ‒1.32
古今 ‒2.68 2.69 9.12 ‒0.09 ‒3.16
伊勢 0.48 ‒1.26 ‒1.10 0.15 0.97
土左 ‒1.87 1.06 9.76 4.32 −4.67
大和 3.30 0.37 0.16 1.33 ‒3.85
平中 2.56 2.95 ‒1.55 ‒1.37 ‒3.58
落窪 1.21 ‒1.56 ‒1.27 4.85 ‒1.44
枕草 0.24 5.24 ‒1.74 ‒3.04 ‒2.69
和泉 ‒0.94 ‒1.42 ‒0.69 3.98 0.50
源氏 ‒0.79 ‒6.38 ‒3.10 ‒3.50 8.79
紫式 ‒2.93 1.07 0.22 ‒1.18 2.10
堤中 0.09 ‒0.50 ‒1.03 ‒1.32 1.30
更級 ‒0.48 0.60 ‒0.45 ‒0.57 0.33










プ化を行った。表 4～ 5は，対応分析の結果として得られた 4次元のうち最も寄与率の高い 2次
元の得点を集計したものである 4。なお，第 2次元までの累積寄与率は 82.30%である。
4 対応分析の結果として得られる次元の数は，行数と列数のうちで小さい方から 1を引いた数となる。
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表 4　対応分析の次元得点（行得点）











































   伊勢の海の千尋の浜にひろふとも今はかひなくおもほゆるかな （ 大和物語，p. 316）
図 1　対応分析による中古作品のグループ化


















































2015, Gries and Deshors 2014）が有効になると予想される。なお，回帰モデリングを用いる場合は，
図 2　階層型クラスター分析による中古作品のグループ化
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A Statistical Analysis of Conjunctions in Early Middle Japanese  
with a Focus on Deictic Expressions
KOBAYASHI Yuichiroa　　　OKAZAKI Tomokob
abToyo University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
The purpose of the present study is to investigate the use of conjunctions in Early Middle Japanese. 
By using the Corpus of Historical Japanese and statistical methods, this study examined variations 
of the frequencies of connectives across periods, genres, and authors. The results show (a) the 
similarity of Kokin Wakashu Kanajo and Tosa Nikki due to the style of Ki no Tsurayuki, (b) the 
similarity of song stories due to the high frequency of sate, (c) the influence of periods upon the use 
of kakari- and sate-conjunctions.
Key words:  Early Middle Japanese, conjunctions, Corpus of Historical Japanese, multivariate 
analysis
